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The former Kaya town hall in Yosano-cho was built in 1929. Seismic reinforcement and repairs are necessary to make
use of this building in the future. Therefore, to clarify the structural and seismic performances, a structural detailed
survey of the building was conducted. In this study, the structural characteristics and material strength obtained from 
experiments and surveys on the external wall and foundation are reported.
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１．はじめに

京都府与謝郡与謝野町の旧加悦町役場は1927年3月7日にM7.3の丹後地震で被災したため、1929年に外壁を

スタッコ仕上げの鉄網混凝土1)として建て替えられ、当時の外観のまま、現在も公共建築物として地域の象

徴的な建築物として存在している。

建設に当たり、財源は個人的寄付、役場建築積立金と加悦町決算剰余金2)で賄われ、丹後地震の後とはい

え公共建築もRC造で建設するほど財政的に余裕のなかったことが推察される。耐火性・耐震性等が検討さ

れ、左官技術により建設可能でRC造と異なり仮枠不要の経済的な最新技術として鉄網混凝土（以後、鉄網

コンクリートと称す）で建設に至ったと考える2）。また基礎においても同様に、骨材やセメント等の十分な

資材確保ができておらず、低品質なコンクリートであることが見て取れる。

そこで本報では、旧加悦町役場を対象に構造性能を明らかにすることを目的に実施された一連の耐震改修

調査として、鉄網コンクリート外壁とコンクリート基礎の実態調査および材料実験の結果について報告する。

２．外壁と基礎の実態調査方法

旧加悦庁舎を対象に外壁と基礎について実地調査および試料採取による材料試験を実施した。実地調査は

2018年2月7日の調査でおおよその状況を把握し、同年3月18日-20日に詳細調査、同年7月20日-21日に追加調

査を実施した。外壁の実地調査では、ひび割れの状況を調査し、材料試験では、外壁を切り出した試験片を

用いて曲げ試験と圧縮試験、さらに鉄網について腐食状態と引張試験を行った。基礎の実地調査では、床下

内において、目視、触診、打診調査とシュミットハンマーによる強度試験、さらに地盤面の採掘による基礎
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